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核小体型PHGPxの高発現株は、腫瘍形成を抑制する
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[目的]我々は、昨年の本学会において、核小体型 PHGPx をラット好塩基球系癌細
胞の RBL2H3 細胞に高発現させると、細胞増殖が抑制されることを見いだした。
さらに、Thymidine 処理による同調培養を行うと、核小体型 PHGPx 高発現株にお
いて著しく細胞の増殖が抑制されること、核小体型 PHGPxは RBのリン酸化を抑
制し、Ｇ１期からＳ期への移行を阻害することを報告した。そこで、本研究では
核小体型PHGPxが実際に in vivoで腫瘍形成を抑制できるかいなかについて検討を
行った。[方法] 核小体型 PHGPx高発現 RBL2H3細胞株の N63、N120細胞とベク
ターのみを導入した S1細胞、非ミトコンドリア型 PHGPx高発現細胞株Ｌ９細胞、
ミトコンドリア型 PHGPx高発現株M15細胞を用いて、癌細胞の足場非依存性にお
ける増殖能（軟寒天地培養によるコロニー形成能）、およびヌードマウスにおける
腫瘍形成能について検討を行った。細胞はいずれも Thymidine20時間添加培養後の
ものを使用した。[結果] 軟寒天培地を用いたコロニー形成能では S1, L9, M15細胞
でコロニー形成ができたのに対し、N63、N120 細胞ではコロニー形成が著しく抑
制された。一方、ヌードマウスの腫瘍形成能では、L9、M15細胞では S1細胞に比
べやや腫瘍形成能（腫瘍の大きさや腫瘍の重量）が亢進していたのに対し、N63
細胞、N120 細胞では有意な抑制効果が得られた。[考察]以上の結果から、核小体
型 PHGPxは Thymidine前処理により活性化をうけることにより、癌細胞の増殖（足
場非依存性での増殖、in vivo での腫瘍形成能）を著しく抑制することが明らかと
なった。 


